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住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
江
戸
時
代
中
期
の
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
研
究
大
塚
活
美
序
章
第
一
節
研
究
の
目
的
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
住
吉
具
慶
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
洛
中
洛
外
図
の
作
品
及
び
類
似
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
描
写
内
容
を
絵
画
的
・
地
理
的
・
歴
史
的
・
民
俗
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
、
こ
の
作
品
群
の
特
徴
及
び
作
品
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
作
品
群
を
洛
中
洛
外
図
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
研
究
の
目
的
と
す
る
。
洛
中
洛
外
図
は
、
京
都
と
そ
の
周
辺
地
域
を
六
曲
一
双
の
屛
風
に
描
く
絵
画
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
の
歴
博
甲
本
を
嚆
矢
と
し
て
一
〇
〇
作
品
以
上
が
知
ら
れ
本
稿
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
住
吉
派
二
代
目
の
住
吉
具
慶
が
制
作
し
た
洛
中
洛
外
図
屛
風
及
び
類
似
の
図
柄
の
作
品
一
〇
点
を
取
り
上
げ
、
描
か
れ
た
図
柄
を
絵
画
的
・
地
理
的
・
歴
史
的
・
民
俗
的
視
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
作
品
の
特
徴
と
相
互
の
関
係
、
全
体
を
通
し
て
見
た
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
住
吉
具
慶
の
落
款
を
も
つ
作
品
は
、
描
か
れ
た
内
容
に
独
創
性
が
認
め
ら
れ
、
画
風
全
体
の
雰
囲
気
か
ら
他
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
具
慶
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
類
似
す
る
図
柄
の
も
の
は
、
そ
れ
を
元
に
制
作
さ
れ
た
作
品
群
で
、
全
体
の
構
図
や
年
中
行
事
の
配
置
な
ど
か
ら
二
〜
三
の
小
群
に
別
れ
る
。
寺
社
名
等
の
表
記
か
ら
は
当
時
の
地
図
や
出
版
物
を
参
考
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。
関
東
に
見
ら
れ
る
一
人
立
ち
獅
子
舞
を
描
く
こ
と
か
ら
、
東
日
本
で
制
作
・
需
要
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
数
多
く
制
作
さ
れ
た
洛
中
洛
外
図
の
中
の
一
群
で
あ
り
、
住
吉
派
の
伝
統
で
あ
る
年
中
行
事
等
の
風
俗
描
写
に
特
徴
を
持
ち
、
江
戸
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
作
品
だ
と
推
測
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
洛
中
洛
外
図
、
住
吉
具
慶
、
年
中
行
事
、
一
人
立
ち
獅
子
舞
〔
抄
録
〕
二
一
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
て
い
る
が
、
室
町
時
代
に
遡
る
も
の
は
模
本
も
含
め
て
四
作
品
の
み
で
、
そ
の
他
は
す
べ
て
江
戸
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
は
文
字
に
よ
る
資
料
で
な
く
描
か
れ
た
絵
画
で
あ
る
が
、
同
時
代
を
視
覚
化
で
き
る
資
料
と
し
て
建
築
史
や
歴
史
学
、
地
理
学
の
分
野
に
お
い
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
都
市
史
、
農
業
史
、
民
俗
史
、
民
衆
史
、
生
活
史
な
ど
の
個
別
の
資
料
や
研
究
対
象
と
し
て
も
使
わ
れ
、
そ
の
利
用
価
値
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る１
）
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
室
町
時
代
の
歴
博
甲
本
と
上
杉
本
、
江
戸
時
代
の
舟
木
本
が
主
た
る
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
作
品
は
資
料
紹
介
以
上
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
洛
中
洛
外
図
に
お
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
作
品
も
数
多
い
。
本
稿
で
は
住
吉
具
慶
本
群
の
作
品
一
〇
点
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
描
写
内
容
と
そ
の
特
徴
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
紹
介
を
越
え
た
考
察
を
行
い
た
い
。
第
二
節
研
究
史
の
整
理
洛
中
洛
外
図
の
全
体
像
を
提
示
し
た
研
究
に
は
、
武
田
恒
夫
氏
に
よ
る
も
の
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る２
）
。
武
田
氏
は
、
上
京
と
下
京
を
各
隻
に
描
き
分
け
た
室
町
時
代
後
期
の
洛
中
洛
外
図
を
第
一
期
の
定
型
、
洛
中
の
南
北
の
通
り
を
境
に
西
側
と
東
側
を
各
隻
に
描
き
分
け
た
江
戸
時
代
前
期
の
洛
中
洛
外
図
を
第
二
期
の
定
型
と
整
理
し
た
。
武
田
氏
の
研
究
を
受
け
て
、
山
根
有
三
氏
、
小
沢
弘
氏
、
辻
惟
雄
氏
の
研
究
な
ど
が
さ
ら
な
る
細
分
を
試
み
て
い
る
が３
）
、
大
枠
は
武
田
氏
の
研
究
が
現
在
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る４
）
。
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
個
別
作
品
の
紹
介
を
中
心
に
す
る
も
の
、
作
品
群
全
般
を
対
象
に
し
て
論
じ
る
も
の
、
歌
舞
伎
や
町
屋
な
ど
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
複
数
の
作
品
を
利
用
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
作
品
群
全
般
を
対
象
と
す
る
も
の
を
発
表
順
に
整
理
す
る
と
、
最
初
の
研
究
と
し
て
内
藤
昌
氏
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
描
か
れ
た
寺
社
な
ど
を
地
図
上
に
落
と
し
て
景
観
を
類
型
化
し
、
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た５
）
。
次
い
で
片
岡
肇
氏
は
、
画
面
の
構
図
に
関
係
す
る
筋
勝
手
を
手
掛
か
り
に
、
一
〇
〇
本
以
上
現
存
す
る
洛
中
洛
外
図
の
類
型
化
を
試
み
よ
う
と
し
た６
）
。
水
本
邦
彦
氏
は
、
洛
中
洛
外
図
は
絵
師
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
京
都
の
形
の
投
影
図
で
あ
る
と
い
う
着
想
か
ら
、
構
図
と
時
代
と
の
相
関
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
論
と
し
て
考
察
し
た７
）
。
大
塚
活
美
は
、
水
本
氏
の
研
究
を
承
け
て
、
二
条
城
前
の
行
列
に
屛
風
の
主
題
に
関
わ
る
要
素
を
見
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
品
の
時
代
分
け
を
試
み
た８
）
。
大
澤
泉
・
加
藤
裕
美
子
氏
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
設
定
に
よ
り
第
二
定
型
の
諸
本
の
分
類
を
行
っ
た９
）
。
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
全
般
を
対
象
と
す
る
研
究
は
以
上
が
主
な
も
の
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
も
江
戸
時
代
前
期
の
作
品
が
考
察
の
主
た
る
対
象
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
も
の
は
少
な
い10
）
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
手
法
を
援
用
し
つ
つ
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
描
写
内
容
を
考
察
す
る
。
第
一
章
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
資
料
第
一
節
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
の
紹
介
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
中
に
、「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
を
も
つ
作
品
が
あ
る
。
現
在
は
、
六
曲
一
双
屛
風
の
左
隻
の
み
知
ら
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
二
一
四
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
（
個
人
蔵11
）
）。
材
質
は
紙
本
金
地
着
色
、
寸
法
は
縦
一
六
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
六
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
伝
来
の
経
過
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
住
吉
具
慶
本
ま
た
は
京
博
寄
託
本
と
略
記
す
る
。
こ
の
作
品
に
は
、
第
六
扇
の
左
下
端
に
「
法
眼
具
慶
筆
（
印
）」
と
落
款
が
あ
る
。
法
眼
具
慶
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
画
壇
で
活
躍
し
た
住
吉
具
慶
で
、
作
風
か
ら
も
具
慶
の
作
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
具
慶
が
法
眼
に
叙
さ
れ
た
の
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
作
品
は
元
禄
四
年
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
没
す
る
ま
で
の
期
間
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
金
雲
部
分
が
多
く
、
人
物
も
小
さ
く
均
一
に
描
か
れ
て
い
て
、
優
雅
で
、
穏
や
か
な
感
じ
が
す
る
。
作
品
の
基
本
的
な
様
式
と
し
て
は
、
斜
め
線
が
右
上
か
ら
左
下
に
向
か
う
順
勝
手
の
作
品
で
あ
る
。
二
条
城
前
の
行
列
は
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
の
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
へ
の
行
幸
を
描
く
。
描
写
の
地
理
的
な
範
囲
は
、
第
一
扇
の
右
端
上
部
に
は
岩
屋
寺
、
下
部
に
は
大
徳
寺
、
第
六
扇
の
左
端
上
部
に
は
八
幡
、
下
部
に
は
西
本
願
寺
ま
で
を
描
く
。
金
雲
は
、
金
箔
に
よ
る
源
氏
雲
が
画
面
に
五
〜
六
層
に
描
か
れ
、
上
部
に
す
や
り
霞
、
一
部
に
砂
子
散
ら
し
が
見
ら
れ
る
。
金
雲
の
金
箔
は
約
一
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
方
角
で
あ
り
、
規
則
正
し
く
貼
ら
れ
た
箔
足
が
幾
何
学
的
な
模
様
を
描
き
出
す
。
地
の
部
分
も
金
地
で
あ
る
。
寺
社
名
等
を
記
す
貼
り
札
は
、
左
隻
の
み
で
四
八
ヶ
所
を
数
え
る
。
書
か
れ
る
文
字
は
、
平
仮
名
と
漢
字
混
じ
り
で
、
書
体
も
美
麗
で
あ
る
。
描
か
れ
る
人
数
は
左
隻
の
み
で
約
八
〇
〇
人
を
数
え
る
。
二
条
城
行
幸
の
行
列
と
見
物
人
を
描
く
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
に
多
く
の
人
が
描
か
れ
る
。
二
条
城
前
の
後
水
尾
天
皇
の
行
幸
行
列
は
、
天
皇
の
載
る
鳳
輦
が
二
条
城
外
堀
近
く
の
西
堀
川
通
に
描
か
れ
る
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
は
薄
黄
色
で
、
白
張
を
表
す
。
第
二
節
住
吉
具
慶
に
つ
い
て
住
吉
具
慶
は
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
住
吉
如
慶
の
長
男
と
し
て
京
都
で
生
ま
れ
た
。
絵
を
父
の
如
慶
に
学
ん
で
多
く
の
画
事
に
参
加
し
、
住
吉
派
二
代
目
と
し
て
活
躍
し
た
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
妙
法
院
の
堯
恕
法
親
王
の
下
で
剃
髪
し
て
具
慶
の
名
前
を
賜
り
、
そ
の
年
に
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
幕
府
に
よ
り
江
戸
に
召
し
出
さ
れ
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
三
月
二
六
日
に
は
将
軍
家
御
用
画
師
と
な
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
一
二
月
二
日
に
は
法
眼
位
に
叙
せ
ら
れ
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
三
日
に
江
戸
で
亡
く
な
っ
て
い
る12
）
。
具
慶
の
父
で
あ
る
住
吉
如
慶
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
生
ま
れ
で
、
絵
を
土
佐
派
本
家
の
土
佐
光
吉
に
学
ん
だ
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
如
慶
の
名
前
を
賜
り
、
翌
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
後
西
天
皇
の
勅
に
よ
り
住
吉
家
を
興
し
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
六
月
二
日
に
没
し
て
い
る
。
如
慶
の
作
風
は
、
土
佐
派
に
学
ん
だ
や
ま
と
絵
の
画
風
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
狩
野
派
や
宋
元
画
を
学
ん
で
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
慶
に
つ
い
て
も
、
そ
の
作
風
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
描
写
は
一
段
と
精
細
さ
を
加
え
、
彩
色
も
鮮
麗
さ
を
増
し
て
一
層
装
飾
的
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
具
慶
の
作
品
に
は
、
歌
絵
、
物
語
絵
、
花
鳥
画
、
行
事
絵
な
ど
、
や
ま
と
絵
の
伝
統
的
な
題
材
を
扱
っ
た
も
の
と
と
も
に
、
社
寺
縁
起
、
人
物
絵
伝
、
時
代
風
俗
を
扱
っ
た
作
品
も
あ
る13
）
。
如
慶
・
具
慶
を
研
究
す
る
美
術
史
家
の
下
原
美
保
氏
に
二
一
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
よ
る
と
、
如
慶
父
子
は
天
台
宗
門
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
天
海
僧
正
と
の
繫
が
り
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
幕
府
の
御
用
絵
師
に
就
任
す
る
道
筋
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る14
）
。
ま
た
、
如
慶
・
具
慶
の
物
語
絵
に
描
か
れ
た
寝
殿
造
り
を
分
析
し
た
建
築
史
家
の
赤
澤
真
理
氏
は
、
絵
画
に
お
け
る
寝
殿
造
り
の
描
き
方
は
如
慶
父
子
の
物
語
絵
に
な
り
復
古
的
な
表
現
が
現
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
資
料
を
も
と
に
考
証
し
て
描
い
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る15
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
特
徴
は
、
年
中
行
事
を
描
く
こ
と
、
地
図
や
地
誌
等
の
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
点
も
住
吉
派
の
伝
統
、
資
料
に
よ
る
考
証
を
得
手
と
す
る
如
慶
・
具
慶
の
制
作
意
欲
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
具
慶
の
画
事
に
関
し
て
、
住
吉
派
五
代
の
広
行
（
宝
暦
五
年
一
七
五
五
〜
文
化
八
年
一
八
一
一
）
の
編
纂
し
た
『
倭
錦
（
本
朝
画
事
）』
の
具
慶
の
条
に
「
一
洛
中
洛
外
図
屛
風
巻
物
数
有
」
と
あ
り
、
具
慶
が
洛
中
洛
外
図
の
屛
風
や
巻
子
を
描
い
た
と
さ
れ
る
。
屛
風
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
作
品
で
あ
る
が
、
巻
子
は
東
京
国
立
博
物
館
等
に
あ
る
「
都
鄙
図
」
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る16
）
。
都
鄙
図
は
都
市
部
と
農
村
部
を
含
ん
だ
風
俗
画
な
い
し
は
景
物
画
で
、
京
都
を
描
く
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
洛
中
洛
外
図
巻
子
と
は
言
い
難
い
が
、
現
存
す
る
作
品
か
ら
見
る
限
り
、『
倭
錦
』
の
い
う
巻
物
は
都
鄙
図
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
学
者
の
黒
川
真
頼
に
よ
る
『
考
古
画
譜
』
に
は
、
具
慶
の
描
け
る
洛
中
洛
外
の
画
は
数
種
あ
り
と
す
る17
）
。
東
京
藝
術
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
住
吉
派
の
粉
本
の
中
に
「
都
鄙
図
」
の
下
画
が
何
点
か
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
画
家
の
板
橋
貫
雄
が
「
元
禄
年
中
法
眼
具
慶
依
綱
吉
将
軍
之
好
画
洛
中
洛
外
之
景
色
（
略
）」
と
識
語
を
寄
せ
る18
）
。
徳
川
綱
吉
が
将
軍
位
に
い
た
の
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
か
ら
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
ま
で
で
、
具
慶
を
江
戸
に
召
し
た
の
は
将
軍
綱
吉
の
指
示
と
思
わ
れ
る
。
綱
吉
が
洛
中
洛
外
の
景
色
を
具
慶
に
描
か
せ
た
か
ど
う
か
は
資
料
上
で
確
認
で
き
な
い
が
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
京
都
所
司
代
稲
葉
正
通
よ
り
洛
中
洛
外
図
屛
風
を
献
じ
ら
れ
て
い
て19
）
、
そ
の
画
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
綱
吉
は
書
画
を
好
ん
だ
将
軍
で
、
自
ら
も
絵
を
描
き
大
名
・
旗
本
等
に
下
賜
し
て
い
る
。
第
三
節
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
紹
介
「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
を
も
つ
京
博
寄
託
本
に
描
写
の
類
似
す
る
作
品
が
一
〇
点
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
（
住
吉
具
慶
本
作
品
群
と
略
記
）
と
名
付
け
て
考
察
す
る
。
こ
の
節
で
は
各
作
品
の
所
蔵
先
、
伝
来
等
を
紹
介
す
る
。
作
品
の
基
礎
的
な
資
料
情
報
は
、
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
個
人
本
（
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
寄
託
本
）
は
図
版
に
よ
る
紹
介
の
な
い
作
品
で20
）
、
伝
来
の
経
過
も
不
明
で
あ
る
（
以
下
、
芦
屋
市
美
寄
託
本
と
略
記
）。
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
本
は
、
東
海
道
の
三
三
番
目
の
宿
場
で
あ
る
二
川
宿
の
本
陣
で
あ
っ
た
馬
場
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
二
川
宿
本
と
略
記21
）
）。
貼
り
札
は
、
右
隻
に
七
四
ヶ
所
あ
り
、
枚
数
が
多
い
。
大
阪
人
権
博
物
館
本
は
、
一
九
九
七
年
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
人
権
博
本
と
略
記22
）
）。
雲
形
は
銀
箔
に
よ
る
源
氏
雲
で
、
地
は
着
彩
で
あ
る
。
銀
雲
が
酸
化
し
て
い
る
た
め
黒
ず
ん
で
見
え
、
金
地
で
な
く
薄
い
着
彩
の
た
め
、
全
体
と
し
て
は
制
作
途
上
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
容
的
に
は
完
成
作
で
あ
る
。
貼
り
札
は
、
現
在
は
見
ら
れ
な
い
が
、
跡
ら
し
き
も
の
も
窺
え
る
。
二
一
六
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
表
一
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
基
礎
的
な
資
料
情
報
略
称
京
博
寄
託
本
芦
屋
市
美
寄
託
本
二
川
宿
本
人
権
博
本
前
田
・
井
伊
家
本
武
生
本
愛
媛
県
美
寄
託
本
フ
リ
ー
ア
本
歴
博
F
本
真
野
家
本
学
習
院
大
本
所
蔵
個
人
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
個
人
（
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
寄
託
）
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
大
阪
人
権
博
物
館
(不
明
)
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
個
人
（
愛
媛
県
立
美
術
館
寄
託
）
フ
リ
ー
ア
美
術
館
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
正
法
寺
学
習
院
大
学
学
芸
員
資
格
取
得
に
関
す
る
委
員
会
伝
来
(不
明
)
(不
明
)
馬
場
家
購
入
前
田
・
井
伊
家
寄
贈
(不
明
)
購
入
購
入
真
野
家
購
入
形
態
6曲
1隻
(左
隻
)
6曲
1双
6曲
1双
6曲
1双
6曲
1双
6曲
1双
6曲
1双
6曲
1隻
(右
隻
)
6曲
1双
6曲
1双
1幅
(右
隻
第
6扇
)
材
質
・
彩
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
・
銀
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
紙
本
・
着
色
高
さ
(㎝
,尺
寸
)
166.6(5.5尺
)
（
5尺
）
151.0(5尺
)
149.0(5尺
)
(不
明
)
155.7(5尺
)
155.0(5尺
)
150.5(5尺
)
124.0(4尺
)
109.5(3.5尺
)
146.0(5尺
)
幅
(㎝
)
360.2
353
352
(不
明
)
366.3
324
348
283.8
266.7
56.1
雲
種
類
源
氏
雲
・
す
や
り
霞
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
源
氏
雲
技
法
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
銀
箔
(不
明
)
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
金
箔
、
砂
子
貼
札
枚
数
左
48、
右
-
無
し
左
36、
右
74
痕
有
り
有
り
左
40、
右
52
左
7、
右
15
左
-、
右
20
左
34、
右
44
左
37、
右
48
左
-、
右
7
文
字
平
仮
名
・
漢
字
―
漢
字
が
主
―
(不
明
)
平
仮
名
・
漢
字
平
仮
名
が
主
平
仮
名
が
主
平
仮
名
・
漢
字
平
仮
名
・
漢
字
平
仮
名
・
漢
字
人
数
右
隻
―
約
700人
約
600人
約
1000人
(不
明
)
約
900人
約
1000人
約
1000人
約
600人
約
600人
67人
左
隻
約
800人
約
900人
約
700人
約
1100人
(不
明
)
約
1100人
約
1100人
―
約
700人
約
700人
―
勝
手
右
隻
―
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
左
隻
順
順
順
順
順
順
順
―
順
順
―
右
隻
右
端
―
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
稲
荷
社
―
―
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
三
十
三
間
堂
―
―
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
東
本
願
寺
―
左
端
―
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
鞍
馬
寺
―
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
上
賀
茂
社
―
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
内
裏
左
隻
右
端
岩
屋
寺
岩
屋
寺
岩
屋
寺
岩
屋
寺
岩
屋
寺
岩
屋
寺
岩
屋
寺
―
岩
屋
寺
岩
屋
寺
―
北
野
社
北
野
社
北
野
社
北
野
社
北
野
社
北
野
社
北
野
社
―
北
野
社
北
野
社
―
大
徳
寺
町
屋
千
本
千
本
千
本
千
本
町
屋
―
町
屋
町
屋
―
左
端
八
幡
八
幡
八
幡
八
幡
八
幡
八
幡
八
幡
―
八
幡
八
幡
―
東
寺
東
寺
東
寺
東
寺
東
寺
東
寺
東
寺
―
東
寺
東
寺
―
西
本
願
寺
西
本
願
寺
西
本
願
寺
西
本
願
寺
西
本
願
寺
西
本
願
寺
西
本
願
寺
―
西
本
願
寺
西
本
願
寺
―
二
条
城
位
置
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
―
左
隻
2-3扇
左
隻
2-3扇
―
内
裏
南
門
―
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
堀
川
通
行
列
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
―
行
幸
(鳳
輦
)
行
幸
(鳳
輦
)
―
年
中
行
事
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
有
り
無
し
有
り
有
り
二
一
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
前
田
子
爵
・
井
伊
子
爵
旧
蔵
本
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
二
月
の
「
前
田
子
爵
・
井
伊
子
爵
家
御
蔵
器
入
札
」
目
録
に
「
時
代
金
地
京
名
所
屛
風
一
双
」
と
し
て
載
る
作
品
で
、
現
在
の
所
在
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
（
以
下
、
前
田
・
井
伊
家
本
と
略
記23
）
）。
図
版
を
見
る
限
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
他
の
作
品
と
類
似
す
る
が
、
同
一
図
柄
で
は
な
い
こ
と
か
ら
別
個
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
寸
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
祇
園
会
の
山
鉾
を
二
三
基
近
く
描
く
こ
と
か
ら
、
高
さ
五
尺
の
屛
風
と
類
推
で
き
る
。
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
は
、
江
戸
時
代
か
ら
武
生
で
打
刃
物
問
屋
を
経
営
す
る
三
田
村
甚
三
郎
氏
か
ら
一
九
九
三
年
に
武
生
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
武
生
本
と
略
記24
）
）。
個
人
本
（
愛
媛
県
立
美
術
館
寄
託
本
）
は
図
版
等
に
未
紹
介
の
作
品
で25
）
、
伝
来
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
（
以
下
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
と
略
記
）。
貼
り
札
は
、
右
隻
一
五
ヶ
所
、
左
隻
七
ヶ
所
と
極
端
に
少
な
い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
市
に
あ
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
群
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
の
作
品
は
六
曲
一
隻
屛
風
（
右
隻
の
み
）
で26
）
、
目
録
に
よ
る
と
一
九
五
九
年
の
購
入
品
で
あ
る
（
以
下
、
フ
リ
ー
ア
本
と
略
記
）。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
Ｆ
本
は
、
高
さ
四
尺
の
大
き
さ
の
作
品
で
あ
る27
）
。
伝
来
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
（
以
下
、
歴
博
Ｆ
本
と
略
記
）。
こ
の
作
品
に
は
、
右
隻
第
一
扇
の
右
下
端
と
、
左
隻
第
六
扇
の
左
下
端
に
「
法
眼
具
慶
筆
（
印
）」
の
落
款
が
あ
る
。
た
だ
し
、
絵
の
描
き
方
等
か
ら
後
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
京
都
府
八
幡
市
の
正
法
寺
所
蔵
の
作
品
は
、
高
さ
三
尺
五
寸
の
大
き
さ
で
あ
る28
）
。
元
は
寺
の
先
代
住
職
夫
人
の
実
家
で
あ
る
真
野
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
い
う
（
以
下
、
真
野
家
本
と
略
記
）。
学
習
院
大
学
の
学
芸
員
資
格
取
得
に
関
す
る
委
員
会
所
蔵
（
学
習
院
大
学
史
料
館
管
理
）
の
洛
中
洛
外
図
掛
軸
は
、
材
質
は
紙
本
金
地
着
色
、
形
態
は
一
幅
で
あ
る29
）
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
右
隻
の
第
六
扇
に
あ
た
る
部
分
が
軸
装
に
な
っ
て
い
て
、
近
年
の
購
入
品
で
あ
る
（
以
下
、
学
習
院
大
本
と
略
記
）。
第
二
章
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
特
徴
第
一
節
絵
画
的
要
素
に
つ
い
て
二
一
一
雲
形
洛
中
洛
外
図
を
絵
画
と
し
て
見
た
場
合
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
雲
形
の
存
在
が
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
の
雲
形
に
つ
い
て
は
、
所
広
秋
氏
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る30
）
。
所
氏
は
、
雲
の
形
と
動
き
、
雲
の
画
面
に
占
め
る
面
積
、
す
や
り
霞
と
の
併
用
な
ど
の
視
点
か
ら
、
周
知
の
作
品
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
雲
形
を
、
Ⅰ
複
雑
な
動
き
で
画
面
を
広
く
覆
う
雲
、
Ⅱ
幅
が
狭
く
、
遠
近
を
感
じ
さ
せ
る
雲
、
Ⅲ
規
則
的
な
う
ね
り
を
も
つ
雲
、
Ⅳ
う
ね
り
が
小
さ
く
水
平
に
長
く
伸
び
る
雲
、
Ⅴ
幅
広
で
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
雲
に
分
類
し
た
。
所
氏
の
分
類
に
よ
る
と
、
具
慶
本
及
び
具
慶
本
作
品
群
は
Ⅳ
に
該
当
す
る
。
具
慶
本
作
品
群
の
雲
形
を
細
部
に
わ
た
っ
て
比
較
す
る
と
、
人
権
博
本
と
前
田
・
井
伊
家
本
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
と
フ
リ
ー
ア
本
と
の
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
京
博
寄
託
本
の
雲
形
は
、
金
箔
の
源
氏
雲
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
画
面
上
部
で
は
金
砂
子
の
雲
を
併
用
す
る
。
砂
子
蒔
き
の
源
氏
雲
を
使
う
洛
中
洛
外
図
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
後
半
頃
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
点
で
も
こ
の
作
品
は
新
し
い
要
素
を
持
つ
と
い
え
る
。
金
砂
子
の
使
用
は
、
や
ま
と
絵
の
作
品
で
は
早
く
か
ら
見
ら
れ
、
住
吉
具
慶
本
は
そ
の
技
法
を
洛
中
洛
外
図
に
援
用
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
一
八
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
洛
中
洛
外
図
の
雲
形
は
、
金
箔
に
よ
る
源
氏
雲
の
作
品
が
圧
倒
的
に
多
い
中
で
、
既
述
の
よ
う
に
人
権
博
本
は
銀
箔
を
使
用
す
る
。
徳
川
家
康
死
去
後
の
記
録
で
あ
る
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
「
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
」
に
は
金
屛
風
と
銀
屛
風
が
同
数
程
度
記
さ
れ
、
元
和
八
年
の
「
御
櫓
古
帳
」
に
も
金
屛
・
銀
屛
・
水
墨
・
古
筆
な
ど
の
屛
風
の
記
載
が
み
ら
れ
る31
）
。
こ
の
よ
う
に
当
時
に
お
い
て
も
多
様
な
屛
風
が
あ
る
な
か
で
、
洛
中
洛
外
図
の
大
半
が
金
屛
風
で
あ
る
こ
と
は
そ
れ
自
体
が
大
き
な
特
徴
で
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
人
権
博
本
が
銀
屛
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
で
き
る
。
二
一
二
貼
り
札
洛
中
洛
外
図
の
絵
画
的
な
特
徴
の
一
つ
に
、
貼
り
札
（
貼
り
紙
）
が
あ
る
。
作
品
に
よ
り
貼
り
札
の
有
る
も
の
と
無
い
も
の
が
あ
り
、
画
面
に
直
接
に
文
字
を
書
き
込
む
形
式
も
上
杉
本
と
舟
木
本
に
見
ら
れ
る
が
、
大
半
の
作
品
は
文
字
を
書
い
た
紙
片
を
貼
り
付
け
る
形
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
作
品
で
は
貼
り
札
の
有
る
作
品
と
無
い
作
品
と
は
約
二
対
一
の
割
合
で
存
在
す
る
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
で
は
九
作
品
に
貼
り
札
が
有
り
、
貼
り
札
が
付
く
作
品
の
比
率
は
高
い
。
貼
り
札
の
紙
は
、
金
地
の
も
の
、
着
色
の
も
の
、
地
模
様
の
あ
る
も
の
、
無
地
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
は
無
地
が
多
く
、
紙
の
色
合
い
は
白
色
系
と
い
う
よ
り
も
黄
土
系
で
あ
る
。
貼
り
札
の
紙
形
は
、
概
ね
縦
長
の
長
方
形
で
あ
る
。
張
り
札
に
文
字
を
書
く
だ
け
の
も
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
歴
博
Ｆ
本
で
は
張
り
札
の
紙
全
体
を
赤
枠
で
囲
み
、
金
雲
な
ど
の
地
模
様
と
の
区
別
を
し
て
装
飾
的
に
な
っ
て
い
る
。
武
生
本
も
赤
線
、
黒
線
で
囲
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
装
飾
も
具
慶
本
作
品
群
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
貼
り
札
が
指
し
示
す
も
の
に
は
、
屋
敷
名
、
寺
社
名
、
建
物
名
、
自
然
地
名
、
町
名
、
通
り
名
、
橋
名
、
事
物
名
、
祭
礼
関
係
名
、
店
名
、
月
名
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
い
え
ば
、
描
か
れ
る
地
点
の
名
称
の
表
示
、
描
か
れ
る
事
物
の
補
注
と
い
え
る
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
で
は
、
作
品
の
上
部
に
描
か
れ
る
寺
社
の
違
い
は
絵
の
図
柄
よ
り
も
貼
り
札
に
よ
っ
て
い
る
。
正
月
・
二
月
な
ど
の
月
名
を
表
す
の
は
年
中
行
事
を
描
き
込
む
住
吉
具
慶
本
作
品
群
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
な
か
で
も
京
博
寄
託
本
は
「
十
一
月
火
焼
」「
十
二
月
す
ゝ
払
」
と
具
体
的
な
行
事
名
ま
で
も
一
枚
の
貼
り
札
に
記
し
て
い
て
、
住
吉
派
の
歳
時
へ
の
強
い
関
心
が
窺
わ
れ
る
。
貼
り
札
の
数
は
、
聚
楽
行
幸
を
描
く
洛
中
洛
外
図
尼
崎
本
が
右
隻
に
九
三
ヶ
所
、
左
隻
に
五
七
ヶ
所
、
併
せ
て
一
五
〇
ヶ
所
を
付
け
る
の
が
最
多
で
、
次
い
で
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
二
川
宿
本
の
右
隻
に
七
四
ヶ
所
、
左
隻
に
三
六
ヶ
所
の
併
せ
て
一
一
〇
ヶ
所
が
多
い
。
逆
に
最
も
少
な
い
も
の
は
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
愛
媛
県
美
寄
託
本
で
、
右
隻
に
一
四
ヶ
所
、
左
隻
に
七
ヶ
所
の
併
せ
て
二
一
ヶ
所
で
あ
る
。
左
右
隻
を
比
べ
る
と
、
右
隻
の
方
が
貼
り
札
の
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
具
慶
本
の
諸
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
節
地
理
的
要
素
に
つ
い
て
二
二
一
描
写
範
囲
洛
中
洛
外
図
の
描
写
範
囲
は
、
作
品
の
上
部
で
あ
る
洛
外
の
山
地
部
、
作
品
の
中
程
で
あ
る
洛
外
の
平
地
部
、
作
品
の
下
部
で
あ
る
洛
中
部
分
の
三
ヶ
所
を
基
準
に
し
て
比
較
で
き
る
。
京
博
寄
託
本
で
は
、
洛
外
の
山
地
部
を
第
一
扇
の
岩
屋
寺
か
ら
始
め
、
第
六
扇
の
八
幡
で
終
わ
る
。
洛
外
の
平
地
部
で
は
、
大
徳
寺
か
ら
始
め
、
東
寺
ま
で
と
す
る
。
洛
中
部
分
で
は
、
堀
川
通
中
立
売
か
ら
始
め
、
西
本
願
二
一
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
寺
ま
で
と
す
る
。
二
川
宿
本
の
右
隻
で
は
、
洛
外
の
山
地
部
を
稲
荷
社
か
ら
始
め
、
鞍
馬
寺
で
終
わ
る
。
洛
外
の
平
地
部
で
は
、
三
十
三
間
堂
で
始
め
、
上
賀
茂
神
社
ま
で
と
す
る
。
洛
中
部
分
で
は
、
東
本
願
寺
で
始
め
、
内
裏
ま
で
と
す
る
。
洛
中
洛
外
図
の
描
写
範
囲
で
、
時
代
に
よ
り
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
、
洛
外
の
山
地
部
の
鞍
馬
で
あ
る
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
で
は
、
鞍
馬
は
右
隻
第
六
扇
に
、
比
叡
山
よ
り
も
左
側
に
描
か
れ
る
。
各
社
寺
の
配
置
を
検
討
し
た
加
藤
・
大
沢
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
作
品
で
は
鞍
馬
は
左
隻
第
一
扇
に
描
か
れ
て
い
て
、
右
隻
第
六
扇
の
左
端
は
比
叡
山
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
、
大
阪
市
立
美
術
館
本
で
は
鞍
馬
は
右
隻
第
六
扇
の
左
端
と
な
り
、
左
隻
第
一
扇
は
岩
屋
寺
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
洛
中
洛
外
図
の
描
く
方
角
性
の
変
化
が
あ
る
。
初
期
の
洛
中
洛
外
図
で
は
、
右
隻
に
京
都
の
東
と
南
、
左
隻
に
西
と
北
を
描
い
た
こ
と
か
ら
、
鞍
馬
の
あ
る
北
部
は
左
隻
に
位
置
し
た
。
そ
の
描
き
分
け
が
江
戸
時
代
前
期
に
も
継
続
さ
れ
た
が
、
洛
中
部
分
に
つ
い
て
は
油
小
路
通
付
近
を
境
に
し
て
東
西
に
分
け
て
描
く
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
前
期
後
半
頃
か
ら
は
洛
中
の
東
西
区
分
が
洛
外
部
分
に
ま
で
及
ん
だ
結
果
、
賀
茂
川
水
系
の
上
流
部
に
位
置
す
る
鞍
馬
が
、
右
隻
を
描
く
洛
外
の
北
東
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
「
京
大
絵
図
」
で
は
鞍
馬
が
右
上
に
載
っ
て
い
て
、
当
時
の
地
理
的
認
識
が
屛
風
の
図
に
も
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
二
二
二
地
点
の
表
示
住
吉
具
慶
本
作
品
群
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
図
画
に
対
し
て
異
な
る
表
示
の
貼
り
札
の
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
右
隻
第
三
扇
の
建
仁
寺
の
図
に
は
、
武
生
本
・
歴
博
Ｆ
本
で
は
「
け
ん
に
ん
じ
」
の
貼
り
札
が
あ
る
が
、
二
川
宿
本
・
愛
媛
県
美
寄
託
本
で
は
「
安
井
」「
や
す
ひ
」
の
貼
り
札
が
付
く
。
建
仁
寺
の
図
は
藤
見
の
光
景
で
あ
り
、
藤
見
と
い
え
ば
建
仁
寺
の
東
側
の
蓮
華
光
院
（
安
井
門
跡
）
が
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
絵
を
借
用
し
て
地
名
だ
け
を
変
え
た
も
の
と
い
え
る
。
右
隻
第
五
扇
の
銀
閣
寺
に
は
、
武
生
本
・
歴
博
Ｆ
本
で
は
「
ぎ
ん
か
く
し
」「
銀
角
じ
」
で
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ア
本
で
は
「
い
わ
く
ら
」
と
す
る
。
銀
閣
寺
よ
り
北
側
に
あ
る
寺
院
ら
し
き
建
物
に
は
、
武
生
本
で
は
「
白
川
」、
フ
リ
ー
ア
本
で
は
「
小
は
ら
」、
歴
博
Ｆ
本
で
は
「
し
や
う
く
ん
ち
そ
う
」、
真
野
家
本
で
は
「
将
軍
地
蔵
」
の
貼
り
札
が
付
く
。
将
軍
地
蔵
は
北
白
川
の
瓜
生
山
に
あ
り
、
承
応
三
年
一
六
五
四
）の
「
新
板
平
安
城
東
西
南
北
町
洛
外
之
図
」
の
地
図
に
載
る
。
右
隻
第
五
扇
の
下
鴨
社
に
つ
い
て
、
二
川
宿
本
・
歴
博
Ｆ
本
・
真
野
家
本
で
は
「
下
加
茂
」「
下
か
も
」
と
す
る
が
、
武
生
本
で
は
「
み
た
ら
し
」、
フ
リ
ー
ア
本
で
は
「
た
ゞ
す
」
と
す
る
。「
み
た
ら
し
」
は
下
鴨
社
境
内
を
流
れ
る
川
の
名
称
で
、
「
た
ゞ
す
」
は
下
鴨
社
の
森
の
名
前
で
あ
る
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
地
図
で
は
「
み
た
ら
し
」
の
文
字
が
載
る
。
左
隻
第
五
扇
の
臨
川
寺
に
つ
い
て
、
武
生
本
・
歴
博
Ｆ
本
で
は
「
り
ん
せ
ん
し
」
の
貼
り
札
が
付
く
が
、
二
川
宿
本
で
は
「
し
ゆ
し
や
く
権
現
」
と
す
る
。
朱
雀
権
現
は
、
朱
雀
村
に
あ
る
浄
土
宗
の
権
現
寺
で
、
慶
長
年
間
に
中
興
さ
れ
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
地
図
に
も
「
し
ゆ
し
や
く
こ
ん
け
ん
」
と
あ
り
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
地
図
に
は
「
七
条
朱
雀
権
現
堂
」
と
載
る
。
左
隻
第
六
扇
の
西
芳
寺
に
つ
い
て
、
京
博
寄
託
本
・
武
生
本
・
真
野
家
本
で
は
「
西
方
寺
（
西
ほ
う
じ
）」
の
貼
り
札
が
あ
る
が
、
二
川
宿
本
で
は
「
尼
寺
」
と
「
み
つ
薬
師
」
の
二
枚
の
貼
り
札
が
付
く
。「
尼
寺
」
は
壬
生
八
条
に
あ
っ
た
遍
照
心
院
大
通
寺
、「
み
つ
薬
師
」
は
西
七
条
村
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
の
水
薬
師
を
指
す
。
水
二
二
〇
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
薬
師
は
正
保
年
間
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
に
板
倉
重
宗
が
再
興
し
た
と
さ
れ
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
『
京
童
』
に
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
る
。
歴
博
Ｆ
本
で
は
壬
生
寺
の
と
こ
ろ
に
「
あ
ま
て
ら
」
の
貼
り
札
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
群
で
は
同
じ
絵
に
異
な
る
名
所
の
宛
て
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
第
三
節
歴
史
的
要
素
に
つ
い
て
二
三
一
二
条
城
・
内
裏
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
二
条
城
は
左
隻
第
二
〜
三
扇
で
、
そ
の
全
体
像
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、
外
堀
だ
け
で
な
く
、
本
丸
を
囲
む
内
堀
の
一
部
も
描
か
れ
る
。
城
の
東
南
と
東
北
に
は
隅
櫓
が
あ
り
、
天
守
閣
は
本
丸
の
南
西
隅
に
遷
さ
れ
て
い
て
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
後
水
尾
天
皇
行
幸
に
際
し
て
改
修
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。
東
大
手
門
は
江
戸
時
代
初
期
の
櫓
門
で
は
な
く
高
麗
門
に
、
東
大
手
門
か
ら
東
南
・
東
北
の
隅
櫓
に
至
る
土
塀
（
ま
た
は
多
聞
櫓
）
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
格
子
窓
で
は
な
く
石
落
し
が
描
か
れ
る
。
土
塀
は
、
行
幸
を
描
く
作
品
に
は
矢
狭
間
を
描
く
も
の
も
あ
る
が
、『
京
童
』
の
絵
で
は
石
落
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
幸
時
か
そ
の
後
に
改
修
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
京
博
寄
託
本
の
二
条
城
の
天
守
閣
は
五
層
に
描
か
れ
、
東
側
の
屋
根
を
見
て
い
く
と
、
一
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
、
二
層
目
に
は
唐
破
風
、
三
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
が
乗
り
、
四
層
目
は
唐
破
風
の
屋
根
と
し
て
描
か
れ
る
。
北
側
は
、
一
層
目
に
は
唐
破
風
、
二
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
、
三
層
目
に
は
唐
破
風
が
乗
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
具
慶
本
作
品
群
の
他
の
作
品
は
、
天
守
閣
の
屋
根
の
破
風
の
描
き
方
が
京
博
寄
託
本
と
は
異
な
り
、
東
側
・
北
側
と
も
に
、
一
層
目
に
は
一
組
の
千
鳥
破
風
、
二
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
、
三
層
目
に
は
一
組
の
千
鳥
破
風
が
乗
っ
て
い
て
、
四
層
目
は
東
側
の
み
が
唐
破
風
の
屋
根
と
し
て
描
か
れ
る
。
資
料
に
基
づ
く
寛
永
度
二
条
城
天
守
閣
復
元
図
で
は
、
東
側
の
屋
根
が
正
面
と
な
り
、
一
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
、
二
層
目
に
は
一
組
の
千
鳥
破
風
、
三
層
目
に
は
唐
破
風
が
乗
り
、
北
側
は
、
取
り
付
け
櫓
に
千
鳥
破
風
、
一
層
目
に
は
唐
破
風
、
二
層
目
に
は
二
組
の
千
鳥
破
風
、
三
層
目
に
は
一
組
の
千
鳥
破
風
が
乗
る
姿
と
さ
れ
る32
）
。
こ
の
復
元
図
の
屋
根
の
形
は
、
京
博
寄
託
本
に
近
い
。
内
裏
は
、
右
隻
第
六
扇
に
描
か
れ
る
。
敷
地
の
南
側
の
築
地
塀
の
凹
字
型
部
分
に
檜
皮
葺
き
の
南
御
門
、
そ
の
内
側
に
は
檜
皮
葺
き
の
紫
宸
殿
、
そ
れ
に
九
〇
度
向
き
を
変
え
て
檜
皮
葺
き
の
清
涼
殿
が
付
く
。
紫
宸
殿
前
の
庭
に
は
左
近
の
橘
の
み
描
か
れ
る
。
近
世
の
内
裏
は
、
失
火
等
に
よ
り
た
び
た
び
焼
失
し
、
そ
の
た
び
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
研
究
に
よ
る
と
、
天
正
度
、
慶
長
度
、
寛
永
度
、
承
応
度
、
寛
文
度
、
延
宝
度
、
宝
永
度
、
寛
政
度
、
安
政
度
の
九
度
に
わ
た
っ
て
造
営
さ
れ
て
い
る33
）
。
具
慶
本
作
品
群
の
内
裏
は
、
宝
永
度
以
前
の
建
物
配
置
を
示
す
。
内
裏
の
描
き
方
で
具
慶
本
の
各
本
を
比
べ
る
と
、
築
地
塀
の
筋
の
数
、
築
地
塀
の
下
段
の
石
垣
、
西
側
の
築
地
塀
、
敷
地
南
西
の
樹
木
な
ど
に
相
違
点
が
指
摘
で
き
る
。
二
三
二
寺
社
寺
社
の
描
写
は
制
作
年
を
考
察
す
る
要
素
に
も
な
る
。
京
博
寄
託
本
の
左
隻
第
二
扇
の
上
部
に
見
え
る
仁
和
寺
五
重
塔
は
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）、
左
隻
第
六
扇
の
西
本
願
寺
の
下
に
見
え
る
本
国
寺
の
五
重
塔
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の
建
立
で
、
こ
の
作
品
は
こ
れ
以
降
の
制
作
と
い
え
る
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
に
は
、
他
の
作
品
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
寺
社
が
多
く
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
京
博
寄
託
本
の
左
隻
第
一
扇
の
「
い
は
や
山
」「
ひ
ら
の
」、
第
三
扇
の
「
の
ゝ
宮
」
で
あ
る
。「
い
は
や
山
」
は
鴨
川
の
上
流
の
雲
ヶ
二
二
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
畑
に
あ
る
岩
屋
山
志
明
院
の
こ
と
で
、「
ひ
ら
の
」
は
北
野
天
満
宮
の
北
西
に
あ
る
平
野
神
社
で
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
に
比
翼
春
日
造
と
呼
ば
れ
る
社
殿
二
棟
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。「
の
ゝ
宮
」
は
嵯
峨
に
あ
る
野
々
宮
神
社
で
あ
る
。
岩
屋
山
と
平
野
は
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
に
も
出
て
く
る
が
、
そ
れ
以
外
の
作
品
に
は
頻
出
し
な
い
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
地
図
に
は
「
岩
屋
」「
平
野
」
「
野
々
宮
」
が
、『
京
童
』
に
は
「
い
は
屋
」「
平
野
」「
野
の
宮
」
が
載
っ
て
い
る
。
右
隻
を
み
る
と
、
武
生
本
で
は
、
第
二
扇
に
「
り
や
う
せ
ん
」、
第
三
扇
に
「
長
楽
寺
」「
か
う
だ
い
じ
」、
第
四
扇
に
「
双
林
寺
」「
丸
山
」「
一
心
ゐ
ん
」、
第
六
扇
に
「
新
黒
谷
」「
松
か
さ
き
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
地
図
や
『
京
童
』
に
載
る
霊
山
正
法
寺
、
長
楽
寺
、
高
台
寺
、
双
林
寺
、
円
山
安
養
寺
、
一
心
院
、
新
黒
谷
、
松
ヶ
崎
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
描
か
れ
方
は
、
建
物
の
一
部
の
み
を
描
い
て
い
て
、
貼
り
札
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、
地
図
や
図
書
の
挿
図
な
ど
か
ら
名
所
を
拾
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
真
野
家
本
の
右
隻
第
二
扇
の
清
水
寺
に
「
し
か
ま
塚
」
の
貼
り
札
が
あ
る
。
そ
こ
の
描
写
に
は
塚
の
よ
う
な
も
の
は
描
か
れ
て
い
ず
、
絵
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
説
明
で
は
な
い
。
鹿
間
塚
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
鹿
狩
り
に
き
て
僧
延
鎮
に
殺
生
を
戒
め
ら
れ
た
た
め
に
鹿
の
供
養
塚
を
作
っ
た
清
水
寺
の
縁
起
に
由
来
す
る
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
地
図
に
「
鹿
ま
つ
か
」
と
載
り
、
そ
れ
を
典
拠
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
第
四
節
民
俗
的
要
素
に
つ
い
て
二
四
一
年
中
行
事
住
吉
具
慶
本
作
品
群
に
は
、
年
中
行
事
が
細
か
に
描
か
れ
る
。
右
隻
に
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
行
事
を
、
左
隻
に
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
行
事
を
配
置
す
る
〔
表
二
〕。
京
博
寄
託
本
は
七
月
を
左
隻
第
一
扇
・
第
二
扇
下
部
に
、
八
月
を
第
二
扇
か
ら
第
三
扇
上
部
に
、
九
月
を
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
の
中
央
部
及
び
第
四
扇
に
、
一
〇
月
を
第
四
扇
に
、
一
一
月
を
第
五
扇
に
、
一
二
月
を
第
六
扇
に
描
き
、
第
一
扇
か
ら
第
六
扇
に
向
か
っ
て
月
が
進
行
す
る
。
右
隻
の
事
例
を
二
川
宿
本
で
見
る
と
、
正
月
を
第
二
扇
下
部
に
、
二
月
を
第
一
扇
上
部
に
、
三
月
を
第
二
扇
上
部
に
、
四
月
を
第
三
扇
に
、
五
月
を
第
五
扇
か
ら
第
六
扇
に
、
六
月
を
第
三
扇
か
ら
第
五
扇
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
扇
か
ら
第
六
扇
（
画
面
の
右
か
ら
左
）
へ
と
月
の
進
む
描
き
方
が
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
行
事
の
配
置
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
月
別
の
配
置
・
進
み
方
は
、
第
六
扇
か
ら
第
一
扇
に
進
む
室
町
期
の
描
き
方
と
は
異
な
る
。
室
町
期
の
作
品
は
、
春
夏
秋
冬
の
季
節
と
各
月
の
行
事
の
双
方
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
場
合
は
月
次
の
行
事
の
み
で
四
季
の
描
き
分
け
は
な
く
、
そ
の
点
で
も
異
な
る
。
一
年
の
最
初
で
あ
る
正
月
に
つ
い
て
は
、
右
隻
の
第
二
扇
に
配
す
る
も
の
（
芦
屋
市
美
寄
託
本
、
二
川
宿
本
等
）
と
、
第
一
扇
に
置
く
も
の
（
愛
媛
県
美
寄
託
本
、
フ
リ
ー
ア
本
）
が
あ
る
。
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
行
事
を
二
川
宿
本
で
見
る
と
、
正
月
の
風
景
は
第
二
扇
下
部
の
町
家
の
と
こ
ろ
に
描
か
れ
る
。
家
の
前
に
は
背
の
高
い
門
松
が
二
本
一
組
で
立
て
ら
れ
、
そ
こ
に
竹
を
渡
し
て
注
連
飾
り
を
付
け
る
。
建
物
の
軒
に
は
注
連
縄
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
裏
白
、
譲
り
葉
が
付
け
ら
れ
る
。
路
上
に
は
鼓
と
袋
を
持
っ
た
万
歳
の
一
組
が
い
る
。
主
人
と
従
者
の
二
組
が
年
始
挨
拶
に
回
る
。
道
路
の
中
央
で
は
、
振
々
毬
打
に
興
じ
る
人
、
羽
根
突
き
を
す
る
人
が
い
る
。
門
松
の
描
き
方
は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
行
の
貝
原
好
古
著
『
日
本
歳
時
記
』
の
図
に
類
似
す
る34
）
。
京
都
の
年
中
行
事
を
記
し
た
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
成
立
の
『
日
次
紀
事
』
に
は
、
元
日
の
人
事
と
し
て
門
松
飾
藁
、
千
寿
万
歳
な
ど
が
記
さ
二
二
二
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
表
二
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
年
中
行
事
描
写
行
事
名
京
博
寄
託
本
芦
屋
市
美
寄
託
本
二
川
宿
本
人
権
博
本
前
田
・
井
伊
家
本
武
生
本
愛
媛
県
美
寄
託
本
フ
リ
ー
ア
本
歴
博
F
本
真
野
家
本
学
習
院
大
本
月
名
貼
札
有
り
貼
札
無
し
無
し
貼
札
無
し
不
明
有
り
無
し
無
し
無
し
有
り
無
し
門
松
―
右
2扇
(2組
)
右
2扇
(1組
)
右
2扇
(2組
)
右
2扇
(1組
)
右
2扇
(2組
)
右
1扇
右
1扇
無
し
右
2扇
(2組
)
―
正
月
万
歳
―
右
2扇
右
2扇
右
2扇
（
不
明
）
右
2扇
無
し
無
し
無
し
右
2扇
―
振
々
毬
打
―
右
2扇
右
2扇
右
2扇
（
不
明
）
右
2扇
右
1扇
右
1扇
無
し
右
2扇
―
羽
根
突
き
―
（
不
明
）
-
右
3扇
（
不
明
）
右
3扇
右
1扇
右
1扇
無
し
右
2扇
―
２
月
初
午
(稲
荷
)
―
右
1扇
右
1扇
右
1扇
（
不
明
）
右
1扇
右
1扇
右
1扇
無
し
右
1扇
―
３
月
桜
見
―
右
2扇
(清
水
寺
)
右
2扇
(清
水
寺
)
右
2扇
(清
水
寺
)（
不
明
）
右
2扇
(清
水
寺
)
右
2扇
(清
水
寺
)
右
2扇
(清
水
寺
)
無
し
右
2扇
(清
水
寺
)
―
４
月
藤
見
―
右
3扇
(建
仁
寺
)
右
3扇
(安
井
)
右
3扇
(建
仁
寺
)（
不
明
）
右
3扇
(建
仁
寺
)
右
3扇
(安
井
)
右
3扇
(建
仁
寺
)
無
し
右
3扇
(建
仁
寺
)
―
節
句
幟
―
右
5-6扇
(3本
)
右
5-6扇
(3本
)
右
5-6扇
(3本
)、
右
2扇
右
5-6扇
(3本
)
右
6扇
(4本
)
右
6扇
(3本
)
右
6扇
(4本
)
無
し
右
5-6扇
(3本
)
右
6扇
(2本
)
飾
り
兜
（
不
明
）
右
6扇
(1本
)
右
5扇
(1本
)
（
不
明
）
右
6扇
(1本
)
右
6扇
(2本
)
右
6扇
(2本
)
無
し
右
5扇
(2本
)
右
6扇
(1本
)
５
月
菖
蒲
葺
き
（
不
明
）
右
6扇
?
右
5-6扇
（
不
明
）
右
6扇
（
不
明
）
右
6扇
無
し
無
し
右
6扇
印
地
打
―
右
5-6扇
右
5-6扇
右
5-6扇
右
5-6扇
右
5扇
右
5-6扇
右
5-6扇
無
し
右
5扇
右
（
5-）
6扇
賀
茂
競
馬
―
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
右
6扇
６
月
祇
園
会
(山
鉾
)
―
右
3-5扇
(23基
)
右
3-5扇
(22基
)
右
3-5扇
(23基
)
右
3-5扇
(不
明
)
右
3-5扇
(23基
)
右
3-5扇
(23基
)
右
3-5扇
(23基
)
右
3-5扇
(12基
)
右
3-5扇
(12基
)
―
盆
踊
り
左
1扇
左
1扇
左
1扇
左
1扇
左
1扇
左
1扇
左
1扇
―
無
し
左
1扇
―
７
月
盆
灯
籠
売
り
左
2扇
左
2扇
左
2扇
左
2扇
（
不
明
）
無
し
無
し
―
無
し
無
し
―
小
町
踊
り
左
2扇
左
2扇
左
2扇
左
2扇
左
2扇
左
2扇
左
2扇
―
無
し
左
2扇
―
中
秋
名
月
左
3扇
左
1扇
左
1扇
無
し
左
1扇
左
1扇
左
1扇
―
無
し
左
1扇
―
８
月
月
見
左
2扇
(広
沢
池
）
左
1扇
(金
閣
寺
)
左
1扇
(金
閣
寺
)
左
1扇
(金
閣
寺
)
左
1扇
(金
閣
寺
)
左
1扇
(金
閣
寺
)
左
1扇
(金
閣
寺
)
―
無
し
左
1扇
(金
閣
寺
)
―
放
生
会
左
6扇
（
不
明
）
無
し
無
し
（
不
明
）
無
し
（
不
明
）
―
無
し
無
し
―
９
月
二
条
城
行
幸
左
3扇
左
3扇
左
3扇
左
3扇
左
3扇
左
3扇
左
3扇
―
左
3扇
左
3扇
―
菊
左
4扇
無
し
無
し
無
し
（
不
明
）
無
し
無
し
―
無
し
無
し
10月
紅
葉
狩
左
4扇
左
4扇
（
不
明
）
左
4扇
（
不
明
）
左
4扇
左
4扇
―
無
し
左
5扇
―
11月
お
火
焚
き
左
5扇
左
5扇
左
5扇
左
5扇
左
5扇
左
5扇
左
5扇
―
無
し
左
5扇
―
煤
掃
き
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
―
無
し
左
6扇
―
12月
正
月
用
品
売
り
左
6扇
(裏
白
・
門
松
)
左
6扇
(裏
白
)
左
6扇
(門
松
)
左
6
扇
(
裏
白
・
門
松
)
（
不
明
）
左
6
扇
(
裏
白
・
門
松
)
左
6
扇
(
裏
白
・
門
松
)
―
無
し
左
6扇
(振
々
)
―
節
季
候
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
左
6扇
―
無
し
左
6扇
―
二
二
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
れ
、
そ
の
様
子
を
描
く
も
の
と
も
い
え
る
。
二
月
の
行
事
は
稲
荷
社
へ
の
初
午
詣
で
、
稲
荷
の
社
殿
に
参
拝
す
る
人
が
描
か
れ
る
。
境
内
に
は
、
焼
き
物
（
伏
見
人
形
）
を
売
る
露
店
が
出
て
い
る
。『
日
次
紀
事
』
の
二
月
条
に
は
、
初
午
の
稲
荷
社
詣
と
し
て
、
門
前
の
家
々
で
は
大
小
の
陶
器
を
売
る
と
記
載
さ
れ
る
。
三
月
は
清
水
寺
で
の
桜
見
で
、
四
月
は
安
井
の
藤
見
で
あ
る
。
五
月
は
端
午
の
節
句
が
描
か
れ
る
。
建
物
の
軒
の
菖
蒲
葺
き
、
通
り
に
面
し
て
幟
や
飾
り
兜
が
立
て
ら
れ
、
通
り
で
は
子
ど
も
た
ち
が
笠
の
よ
う
な
兜
を
被
り
、
長
刀
や
木
刀
（
尚
武
刀
）
で
尚
武
合
わ
せ
を
す
る
。
飾
り
兜
の
様
子
は
、『
日
本
歳
時
記
』
の
図
な
ど
に
類
似
す
る
。
尚
武
合
わ
せ
は
、
印
地
打
と
呼
ば
れ
る
行
事
で
あ
る
が
、『
日
次
紀
事
』
に
記
述
は
な
く
、
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
で
行
わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
六
扇
に
描
か
れ
る
上
賀
茂
社
の
競
馬
も
五
月
の
行
事
で
あ
る
。
六
月
は
祇
園
会
で
あ
る
。
祇
園
会
は
祇
園
社
の
行
事
と
し
て
の
神
輿
渡
御
と
、
氏
子
で
あ
る
下
京
の
町
々
の
行
事
で
あ
る
山
鉾
巡
行
と
が
あ
る
。
具
慶
本
作
品
群
で
は
、
神
輿
渡
御
は
な
く
、
山
鉾
巡
行
の
み
描
か
れ
る
。
山
鉾
巡
行
は
六
月
七
日
に
行
わ
れ
る
前
の
祭
り
と
、
六
月
一
四
日
の
後
の
祭
り
が
あ
る
が
、
具
慶
本
作
品
群
で
は
前
の
祭
り
の
山
鉾
二
三
基
を
す
べ
て
描
き
上
げ
る
（
歴
博
Ｆ
本
と
真
野
家
本
は
小
さ
な
屛
風
の
た
め
一
二
基
の
み
）。
山
鉾
の
順
番
は
、
二
三
基
を
描
く
七
作
品
と
も
同
一
の
順
番
で
あ
る
（
歴
博
Ｆ
本
と
真
野
家
本
の
一
二
基
も
同
一
）。
山
鉾
の
形
態
と
し
て
は
、
鉾
の
屋
根
の
妻
側
に
飾
り
花
が
付
い
て
い
る
の
が
、
こ
の
時
代
の
特
徴
を
表
す
。
左
隻
に
描
か
れ
る
行
事
を
京
博
寄
託
本
で
見
る
と
、
七
月
は
盆
踊
り
、
小
町
踊
り
、
盆
灯
籠
売
り
等
で
あ
る
。
盂
蘭
盆
に
際
し
て
軒
に
吊
る
さ
れ
る
の
が
盆
灯
籠
で
、
盆
灯
籠
売
り
は
長
い
柄
の
前
後
に
灯
籠
を
吊
り
下
げ
て
振
り
売
り
す
る
。
盆
踊
り
は
、
通
り
の
真
ん
中
で
、
長
い
柄
に
付
け
た
盆
灯
籠
を
中
心
に
、
数
人
の
男
女
が
手
を
挙
げ
て
輪
踊
り
す
る
。
小
町
踊
り
は
七
夕
の
日
の
踊
り
で
、
道
の
真
ん
中
で
太
鼓
を
手
に
し
た
数
人
の
女
性
が
輪
に
な
り
踊
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
「
お
ど
り
の
図
」
絵
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
図
に
似
る
。
八
月
は
中
秋
の
月
見
で
あ
る
。
広
沢
池
に
浮
か
ぶ
船
の
上
か
ら
と
、
池
畔
の
宴
席
の
場
か
ら
満
月
を
眺
め
て
い
る
。
月
は
第
三
扇
の
上
端
、
小
倉
山
の
左
手
に
出
て
い
る
。
京
博
寄
託
本
以
外
の
具
慶
本
作
品
群
で
は
、
満
月
は
第
一
扇
上
端
に
描
か
れ
て
い
て
、
月
を
見
る
場
面
は
金
閣
寺
の
鏡
湖
池
の
池
畔
か
ら
で
あ
る
。
京
博
寄
託
本
に
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
再
興
さ
れ
た
八
月
一
五
日
に
営
ま
れ
る
八
幡
の
放
生
会
が
第
六
扇
に
描
か
れ
る
。
九
月
は
、
京
博
寄
託
本
の
み
、
神
泉
苑
の
南
側
の
屋
敷
に
菊
の
花
が
咲
い
て
い
る
一
画
が
あ
り
、
重
陽
の
節
句
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
作
品
で
は
、
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
が
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
九
月
の
行
事
に
見
た
て
て
い
る
。
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
は
歴
史
的
事
象
で
あ
っ
て
歳
時
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
見
た
て
る
と
こ
ろ
に
こ
の
作
品
群
を
制
作
し
た
工
房
の
特
徴
が
あ
る
。
一
〇
月
は
紅
葉
狩
り
で
、
嵐
山
、
松
尾
社
に
紅
葉
し
た
樹
木
が
見
ら
れ
、
松
尾
社
で
は
紅
葉
の
散
る
様
子
と
宴
が
描
か
れ
る
。
一
一
月
は
、
町
内
の
お
火
焚
き
行
事
で
あ
る
。「
十
一
月
火
焼
」
の
貼
り
札
が
あ
り
、
通
り
の
真
ん
中
に
二
つ
の
火
床
と
供
え
物
の
机
と
が
置
か
れ
、
子
ど
も
数
人
が
火
の
燃
え
る
様
子
を
見
て
い
る
。
『
日
次
紀
事
』
に
は
、
一
一
月
八
日
の
神
事
と
し
て
稲
荷
社
火
焼
が
載
る
が
、
町
内
の
行
事
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
二
二
四
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
一
二
月
は
、
煤
払
い
、
正
月
準
備
の
光
景
で
あ
る
。
通
り
沿
い
の
家
で
、
畳
を
上
げ
て
畳
を
叩
き
、
畳
直
し
を
し
、
家
の
内
外
の
掃
除
も
行
わ
れ
て
い
る
。
通
り
の
左
側
を
見
る
と
、
門
松
・
裏
白
売
り
、
魚
等
の
振
り
売
り
、
門
付
け
の
節
季
候
も
い
る
。
京
博
寄
託
本
の
み
、
第
六
扇
の
下
端
に
、
腰
蓑
を
付
け
て
上
半
身
裸
の
男
性
が
通
り
に
置
か
れ
て
い
る
桶
の
水
を
被
る
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
寒
の
時
期
の
行
事
と
思
わ
れ
る
。
二
四
二
一
人
立
ち
獅
子
京
博
寄
託
本
に
は
二
種
類
の
獅
子
舞
が
描
か
れ
る
。
一
つ
は
左
隻
第
四
扇
の
中
段
で
、
頭
部
に
角
の
付
い
た
獅
子
頭
を
被
り
、
胸
か
ら
腹
部
に
鼓
を
括
り
付
け
た
獅
子
が
、
画
面
の
右
か
ら
左
に
通
り
を
行
く
姿
で
あ
る
。
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
は
獅
子
を
見
て
驚
き
逃
げ
る
様
子
で
、
大
人
た
ち
も
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。
二
つ
目
は
左
隻
第
五
扇
の
中
段
で
、
鳥
居
の
付
い
た
長
持
ち
を
二
人
の
男
が
担
ぎ
、
そ
の
周
囲
に
太
鼓
を
打
つ
男
、
笛
を
吹
く
男
、
鼓
を
手
に
す
る
男
が
い
る
。
長
持
ち
に
は
担
ぎ
棒
が
通
り
、
そ
の
前
方
部
に
鳥
居
を
立
て
て
神
棚
を
表
し
、
中
央
部
に
は
緑
色
の
衣
装
の
付
い
た
朱
色
の
獅
子
頭
が
置
か
れ
、
後
方
部
に
太
鼓
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
獅
子
舞
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
見
ら
れ
る
獅
子
舞
と
代
神
楽
に
相
当
す
る35
）
。
同
書
の
図
で
は
、
獅
子
舞
は
後
方
に
布
の
付
い
た
獅
子
頭
を
被
り
、
腹
部
に
鼓
を
括
り
付
け
、
脚
絆
、
草
鞋
履
き
で
、
一
人
だ
け
の
立
ち
姿
で
描
か
れ
る
。
こ
の
一
人
立
ち
獅
子
は
、
関
東
の
民
俗
事
例
に
見
ら
れ
る
三
人
獅
子
舞
の
一
人
の
み
を
描
い
た
も
の
と
い
え
る36
）
。
代
神
楽
の
方
は
九
人
が
描
か
れ
、
獅
子
に
入
る
二
人
、
、
鼓
、
太
鼓
、
笛
等
を
鳴
ら
す
五
人
、
長
持
ち
を
担
ぐ
二
人
で
あ
る
。
長
持
ち
に
は
神
棚
を
示
す
御
幣
が
立
ち
、
獅
子
頭
を
載
せ
る
場
所
が
あ
り
、
太
鼓
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
京
博
寄
託
本
に
は
二
種
類
の
獅
子
舞
が
見
ら
れ
る
が
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
他
の
諸
本
に
は
代
神
楽
は
な
く
、
一
人
が
演
じ
る
獅
子
舞
の
み
で
あ
る
。
そ
の
描
か
れ
る
位
置
と
、
向
き
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
。
京
博
寄
託
本
に
見
ら
れ
た
二
種
類
の
獅
子
舞
は
、
現
行
の
民
俗
に
お
い
て
も
芸
能
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
に
は
地
域
的
な
分
布
の
違
い
も
あ
り
、
一
人
立
ち
の
獅
子
舞
は
東
日
本
を
中
心
に
、
代
神
楽
系
の
獅
子
舞
は
西
日
本
を
中
心
に
見
ら
れ
る
。
二
種
類
の
獅
子
舞
の
相
違
は
、
獅
子
舞
を
演
じ
る
人
数
だ
け
で
な
く
、
獅
子
頭
、
衣
装
、
楽
器
、
囃
子
、
演
技
な
ど
、
獅
子
舞
と
い
う
芸
能
全
体
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
根
本
的
に
違
う
二
つ
の
獅
子
舞
が
描
か
れ
る
京
博
寄
託
本
は
、
西
日
本
出
身
の
住
吉
具
慶
が
江
戸
に
出
て
、
東
日
本
で
新
た
に
知
り
え
た
獅
子
舞
を
描
き
込
ん
だ
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
他
の
具
慶
本
作
品
群
に
は
西
日
本
系
の
代
神
楽
は
見
え
ず
、
東
日
本
系
の
一
人
立
ち
獅
子
舞
の
み
が
描
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
の
需
要
に
応
え
た
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
四
三
駕
輿
丁
の
衣
装
京
博
寄
託
本
の
左
隻
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
に
か
け
て
、
後
水
尾
天
皇
の
行
幸
の
行
列
を
描
く
。
二
条
城
の
東
門
の
土
橋
に
は
隼
人
の
兵
士
、
続
い
て
堀
川
通
に
楽
人
、
そ
の
次
に
天
皇
の
乗
る
鳳
輦
が
あ
る
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
は
、
白
に
近
い
色
で
あ
る
。
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
に
注
目
し
た
山
口
和
夫
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
駕
輿
丁
の
衣
装
は
一
八
世
紀
半
ば
を
境
に
し
て
白
張
か
ら
彩
色
へ
と
変
化
し
た
と
す
る37
）
。
つ
ま
り
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
の
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
第
行
幸
、
寛
永
三
年
二
二
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
（
一
六
二
六
）
の
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
、
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
の
明
正
天
皇
の
禁
裏
か
ら
仙
洞
御
所
へ
の
行
幸
に
際
し
て
、
駕
輿
丁
は
白
張
を
着
て
い
た
。
し
か
し
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
桜
町
天
皇
が
禁
裏
か
ら
仙
洞
御
所
へ
移
っ
た
時
に
は
、
駕
輿
丁
は
追
紅
狩
衣
だ
っ
た
と
す
る
。
山
口
氏
は
続
い
て
洛
中
洛
外
図
を
使
っ
た
絵
画
の
分
析
を
行
い
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
で
は
京
博
寄
託
本
は
駕
輿
丁
の
装
束
が
薄
い
黄
色
な
い
し
白
張
で
あ
る
の
に
対
し
、
真
野
家
本
・
武
生
本
・
歴
博
Ｆ
本
は
退
紅
で
描
か
れ
て
い
て
、
白
張
か
ら
の
改
変
を
想
定
ま
た
は
強
調
し
た
作
例
と
考
え
得
る
と
し
た
。
山
口
氏
は
文
献
的
考
察
に
よ
り
駕
輿
丁
の
衣
装
の
色
の
変
化
を
延
享
年
間
と
し
た
が
、
絵
画
に
お
け
る
変
化
も
同
年
代
と
す
べ
き
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
古
代
・
中
世
前
期
の
絵
画
に
お
い
て
、
駕
輿
丁
の
衣
装
は
退
紅
色
で
あ
る
。
絵
師
に
よ
る
古
画
の
研
究
の
過
程
で
駕
輿
丁
の
衣
装
の
退
紅
色
が
再
発
見
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
延
享
年
間
以
前
に
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
始
め
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
住
吉
具
慶
本
作
品
群
に
お
い
て
は
、
京
博
寄
託
本
・
芦
屋
市
美
寄
託
本
・
二
川
宿
本
・
人
権
博
本
が
白
張
で
、
武
生
本
・
愛
媛
県
美
寄
託
本
・
歴
博
Ｆ
本
・
真
野
家
本
が
退
紅
色
で
あ
る
。
山
口
氏
が
想
定
し
た
よ
う
に
、
駕
輿
丁
の
衣
装
の
色
に
よ
り
作
品
の
前
後
関
係
を
判
断
し
え
る
な
ら
ば
、
京
博
寄
託
本
以
下
の
作
品
と
武
生
本
以
下
の
作
品
と
で
年
代
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
三
章
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
特
徴
第
一
節
作
品
群
諸
本
の
特
徴
と
関
係
性
本
節
で
は
、
前
章
で
み
た
作
品
の
描
写
内
容
を
踏
ま
え
て
、
各
作
品
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。
京
博
寄
託
本
は
、「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
が
あ
り
、
法
眼
位
を
も
つ
こ
と
か
ら
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
よ
り
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
ま
で
の
期
間
の
制
作
で
あ
る
。
金
箔
の
貼
り
方
、
貼
り
札
の
文
字
の
筆
跡
な
ど
に
美
的
な
感
覚
が
窺
わ
れ
る
。
二
条
城
天
守
閣
の
屋
根
、
八
月
の
月
見
、
放
生
会
、
九
月
の
菊
の
花
な
ど
の
年
中
行
事
、
二
種
類
の
獅
子
舞
な
ど
、
具
慶
本
作
品
群
の
他
の
作
品
と
は
異
な
る
描
写
内
容
が
随
所
に
見
ら
れ
、
屛
風
の
大
き
さ
か
ら
も
、
こ
の
作
品
が
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
金
砂
子
の
雲
形
、
年
中
行
事
の
図
柄
等
は
、
住
吉
派
の
技
術
と
伝
統
が
洛
中
洛
外
図
に
活
か
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
慶
本
作
品
群
の
他
の
作
品
が
、
こ
の
作
品
と
同
様
の
景
観
、
勝
手
、
行
列
、
寺
社
の
配
置
、
祇
園
会
の
山
鉾
の
順
番
を
描
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
基
準
と
な
っ
て
他
の
も
の
が
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。
芦
屋
市
美
寄
託
本
は
、
金
雲
、
描
写
内
容
、
描
か
れ
た
人
数
な
ど
の
点
で
、
こ
の
作
品
群
の
基
本
的
な
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
て
、
標
準
的
な
作
品
と
い
え
る
。
二
川
宿
本
は
、
宿
場
の
本
陣
の
馬
場
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
注
目
で
き
る
。
洛
中
洛
外
図
の
伝
来
が
江
戸
時
代
以
前
に
遡
っ
て
明
ら
か
な
も
の
は
、
上
杉
家
伝
来
の
上
杉
本
、
池
田
家
伝
来
の
林
原
美
術
館
本
、
三
条
家
伝
来
の
歴
博
甲
本
な
ど
数
点
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
点
で
貴
重
な
歴
史
資
料
と
い
え
る
。
上
杉
家
等
は
武
家
・
公
家
で
あ
る
の
に
対
し
、
馬
場
家
は
広
義
の
農
民
身
分
で
あ
り
、
武
家
・
公
家
層
以
外
に
ま
で
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
点
で
も
資
料
的
価
値
が
高
い
。
描
写
内
容
で
は
、
祇
園
会
の
山
鉾
名
を
細
か
く
書
き
上
げ
る
点
、
京
都
の
名
所
の
貼
り
札
を
数
多
く
付
け
る
点
な
ど
も
京
博
寄
託
本
と
の
違
い
で
あ
る
。
人
権
博
本
は
、
銀
箔
に
よ
る
源
氏
雲
で
、
地
は
着
彩
で
あ
る
点
が
、
京
博
寄
託
本
・
他
の
具
慶
本
作
品
群
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
前
田
・
井
伊
家
本
は
、
現
物
が
残
ら
な
い
た
め
に
細
部
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
基
本
的
な
図
柄
を
描
く
二
二
六
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
標
準
的
な
作
品
の
よ
う
で
あ
る
。
武
生
本
は
、
山
の
稜
線
を
丸
み
を
も
っ
て
描
く
点
で
、
京
博
寄
託
本
と
は
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
貼
り
札
に
黒
と
赤
の
輪
郭
を
つ
け
る
点
も
他
と
異
な
る
。
後
水
尾
天
皇
の
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
が
退
紅
色
で
あ
る
点
に
も
、
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
愛
媛
県
美
寄
託
本
は
、
貼
り
札
が
右
隻
一
五
ヶ
所
、
左
隻
七
ヶ
所
と
極
端
に
少
な
い
。
描
か
れ
る
人
数
は
右
隻
約
一
〇
〇
〇
人
、
左
隻
約
一
一
〇
〇
人
で
、
こ
の
作
品
群
の
中
で
は
最
も
多
い
。
年
中
行
事
の
う
ち
正
月
の
門
松
な
ど
の
風
景
が
第
一
扇
に
描
か
れ
る
の
が
他
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ア
本
は
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
と
同
じ
く
正
月
の
風
景
が
右
隻
第
一
扇
に
描
か
れ
る
。
歴
博
Ｆ
本
は
、
年
中
行
事
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
の
絵
画
は
依
頼
に
よ
り
制
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
発
注
者
側
の
意
向
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
高
さ
が
約
四
尺
で
あ
る
こ
と
、
右
隻
第
一
扇
の
右
下
端
と
左
隻
第
六
扇
の
左
下
端
に
「
法
眼
具
慶
筆
（
印
）」
と
い
う
後
筆
の
可
能
性
の
高
い
落
款
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
と
い
え
る
。
真
野
家
本
は
、
高
さ
が
三
・
五
尺
と
小
さ
く
、
祇
園
会
の
山
鉾
の
描
写
は
歴
博
Ｆ
本
と
同
じ
く
一
二
基
と
数
が
少
な
い
。
学
習
院
大
本
は
、
現
在
の
形
態
が
掛
幅
装
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
屛
風
装
で
あ
る
。
右
隻
第
六
扇
の
み
で
あ
る
た
め
、
他
と
比
較
で
き
る
要
素
は
少
な
い
が
、
基
本
的
な
仕
様
を
兼
ね
備
え
た
標
準
的
な
作
品
の
一
部
と
い
え
る
。
以
上
に
み
た
各
作
品
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
相
互
の
関
係
性
を
見
て
み
よ
う
。
一
一
点
の
作
品
を
大
き
さ
で
比
較
す
る
と
、
高
さ
五
尺
五
寸
の
京
博
寄
託
本
、
五
尺
の
芦
屋
市
美
寄
託
本
以
下
の
八
作
品
、
四
尺
の
歴
博
Ｆ
本
、
三
・
五
尺
の
真
野
家
本
と
に
分
け
ら
れ
る
。
年
中
行
事
の
配
置
で
分
け
る
と
、
正
月
の
行
事
を
右
隻
第
一
扇
に
描
く
愛
媛
県
美
寄
託
本
、
フ
リ
ー
ア
本
、
右
隻
第
二
扇
に
描
く
芦
屋
市
美
寄
託
本
、
人
権
博
本
、
武
生
本
、
真
野
家
本
、
二
川
宿
本
、
前
田
・
井
伊
家
本
と
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
は
、
門
松
を
二
組
と
す
る
も
の
（
芦
屋
市
美
寄
託
本
、
人
権
博
本
、
武
生
本
、
真
野
家
本
）、
一
組
と
す
る
も
の
（
二
川
宿
本
、
前
田
・
井
伊
家
本
）
に
細
分
で
き
る
。
後
水
尾
天
皇
の
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
の
色
で
分
け
る
と
、
白
張
の
も
の
は
京
博
寄
託
本
、
芦
屋
市
美
寄
託
本
、
二
川
宿
本
、
人
権
博
本
、
退
紅
色
の
も
の
は
武
生
本
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
、
歴
博
Ｆ
本
、
真
野
家
本
と
で
あ
る
。
人
物
の
配
置
な
ど
、
細
部
を
比
較
す
る
と
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
と
フ
リ
ー
ア
本
と
の
強
い
近
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
作
品
群
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
京
博
寄
託
本
の
右
隻
が
現
存
し
な
い
こ
と
か
ら
考
察
の
不
十
分
さ
を
残
す
が
、
他
の
要
素
の
比
較
か
ら
、
京
博
寄
託
本
も
正
月
の
行
事
を
第
二
扇
に
描
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
上
で
、
京
博
寄
託
本
に
類
似
性
の
高
い
も
の
と
し
て
、
芦
屋
市
美
寄
託
本
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
近
い
も
の
と
し
て
、
二
川
宿
本
、
人
権
博
本
を
上
げ
ら
れ
る
。
駕
輿
丁
の
衣
装
か
ら
は
、
武
生
本
以
下
の
作
品
は
新
し
く
、
愛
媛
県
美
寄
託
本
は
年
中
行
事
の
配
置
を
変
え
た
作
品
、
歴
博
Ｆ
本
は
年
中
行
事
を
描
か
な
い
作
品
、
真
野
家
本
は
小
型
の
作
品
で
あ
る
な
ど
、
京
博
寄
託
本
と
そ
れ
に
類
似
す
る
芦
屋
市
美
寄
託
本
か
ら
は
か
な
り
離
れ
た
内
容
を
も
つ
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
節
作
品
群
全
体
の
特
徴
具
慶
本
作
品
群
の
諸
本
の
特
徴
と
関
係
性
を
踏
ま
え
て
、
洛
中
洛
外
図
の
全
体
に
お
け
る
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
の
特
徴
に
言
及
し
て
お
く
。
既
述
の
よ
う
に
、
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
は
、
住
吉
具
慶
が
幕
府
の
御
用
絵
師
と
な
っ
て
以
降
の
二
二
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
に
制
作
の
始
ま
っ
た
洛
中
洛
外
図
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
数
多
く
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
勝
興
寺
本
、
林
原
美
術
館
本
な
ど
の
優
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
江
戸
時
代
中
期
の
住
吉
具
慶
本
は
時
代
の
降
っ
た
時
期
の
洛
中
洛
外
図
と
言
え
る
。
住
吉
具
慶
本
と
そ
れ
に
類
似
す
る
作
品
群
の
総
数
は
一
一
点
で
あ
る
。
洛
中
洛
外
図
は
図
柄
の
類
似
す
る
作
品
の
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
一
〇
点
を
超
え
て
図
柄
の
類
似
す
る
も
の
は
、
こ
の
他
に
は
佛
教
大
学
本
作
品
群
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
佛
教
大
学
本
作
品
群
も
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
洛
中
洛
外
図
は
江
戸
時
代
中
期
に
も
需
要
の
あ
っ
た
こ
と
、
特
定
の
工
房
に
よ
り
量
産
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
獅
子
舞
等
の
図
柄
か
ら
み
る
と
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
は
江
戸
に
拠
点
を
お
く
工
房
の
制
作
で
あ
り
、
佛
教
大
学
本
作
品
群
は
京
都
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
洛
中
洛
外
図
の
図
柄
は
、
京
都
の
都
市
の
景
観
・
賑
わ
い
の
変
化
を
追
う
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
に
は
半
世
紀
以
前
の
出
来
事
で
あ
る
寛
永
行
幸
が
変
わ
ら
ず
に
描
か
れ
、
町
並
み
描
写
も
江
戸
時
代
前
期
の
作
品
と
大
差
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
粉
本
に
よ
り
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
は
あ
る
が
、
定
番
化
し
た
京
都
像
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
に
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
住
吉
具
慶
本
作
品
群
の
特
徴
は
、
年
中
行
事
を
月
順
に
描
き
込
ん
だ
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
事
絵
な
ど
を
得
手
と
し
た
土
佐
派
の
系
譜
を
引
く
住
吉
派
と
い
う
絵
師
の
流
派
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
具
慶
に
よ
る
古
典
等
の
研
究
と
、
絵
の
創
作
意
欲
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
洛
中
洛
外
図
の
作
品
全
体
の
中
で
も
特
筆
で
き
る
事
項
と
い
え
る
。
終
章
第
一
節
研
究
の
結
論
本
稿
で
は
江
戸
時
代
中
期
の
住
吉
具
慶
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
作
品
及
び
類
似
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
た
。
最
後
に
、
改
め
て
全
体
に
関
す
る
ま
と
め
を
行
う
。
第
一
章
で
は
、
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
の
資
料
紹
介
を
行
っ
た
。「
法
眼
具
慶
筆
」
の
落
款
を
も
つ
京
博
寄
託
本
を
紹
介
し
、
落
款
か
ら
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
一
二
月
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
ま
で
の
期
間
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
作
品
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
は
優
雅
で
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
具
慶
筆
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。
次
い
で
、
具
慶
に
関
す
る
研
究
を
紐
解
き
、
具
慶
は
幕
府
御
用
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
、
洛
中
洛
外
図
屛
風
・
巻
子
の
作
品
を
描
い
た
と
す
る
記
録
の
あ
る
こ
と
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
好
み
に
よ
り
洛
中
洛
外
図
を
描
い
た
と
す
る
伝
承
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
描
写
の
類
似
す
る
作
品
一
〇
点
に
関
し
基
礎
的
な
作
品
情
報
を
提
示
し
た
。
第
二
章
で
は
、
具
慶
本
作
品
群
に
つ
い
て
、
絵
画
・
地
理
・
歴
史
・
民
俗
的
要
素
に
つ
い
て
分
析
・
考
察
を
行
っ
た
。
絵
画
的
要
素
で
は
、
金
砂
子
に
よ
る
装
飾
的
な
雲
形
、
銀
箔
の
雲
形
を
も
つ
作
品
に
注
目
し
た
。
貼
り
札
に
つ
い
て
は
、
貼
り
札
に
装
飾
の
あ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
、
寺
社
名
の
違
い
を
図
で
は
な
く
貼
り
札
で
示
す
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
地
理
的
要
素
で
は
、
右
隻
に
鞍
馬
寺
、
上
賀
茂
神
社
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
左
隻
に
は
岩
屋
寺
か
ら
八
幡
、
大
徳
寺
か
二
二
八
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
ら
東
寺
ま
で
を
含
む
こ
と
を
み
た
。
表
示
地
点
と
し
て
は
、
同
じ
絵
柄
に
つ
い
て
異
な
る
寺
社
名
の
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
寺
社
名
に
は
当
時
の
地
図
や
出
版
物
の
知
識
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
見
た
。
歴
史
的
要
素
で
は
、
二
条
城
の
本
丸
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
民
俗
的
要
素
で
は
、
正
月
か
ら
師
走
ま
で
の
年
中
行
事
が
右
隻
の
右
側
か
ら
左
隻
の
左
側
へ
順
を
追
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
関
東
に
見
ら
れ
る
一
人
立
ち
獅
子
舞
を
描
く
こ
と
、
そ
の
こ
と
か
ら
江
戸
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
鳳
輦
を
担
ぐ
駕
輿
丁
の
衣
装
に
白
張
と
退
紅
色
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
み
た
。
第
三
章
で
は
、
具
慶
本
作
品
群
の
特
徴
を
作
品
ご
と
に
ま
と
め
、
京
博
寄
託
本
を
基
本
に
し
て
他
の
作
品
群
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
描
写
内
容
に
よ
り
小
群
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
は
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
と
し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
資
料
の
更
な
る
発
見
、
資
料
相
互
の
詳
細
な
比
較
に
よ
る
作
品
相
互
の
関
係
性
の
追
求
、
全
体
で
の
位
置
付
け
の
考
察
を
さ
ら
に
深
め
た
い
と
考
え
る
。
〔
注
〕
（
1
）
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
藤
原
重
雄
「『
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
関
係
文
献
目
録
」
（『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
総
合
的
研
究
』、
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
）、
藤
原
重
雄
「『
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
関
係
文
献
目
録
（
Ⅱ
）」（『
中
近
世
風
俗
画
の
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
と
絵
画
史
料
学
的
研
究
』、
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
〇
年
）
が
詳
し
い
の
で
参
照
願
い
た
い
。
2
）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図
』（
武
田
恒
夫
執
筆
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）。
3
）
山
根
有
三
『
日
本
の
美
術
一
七
桃
山
の
風
俗
画
』（
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
）。
小
沢
弘
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
研
究
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
第
四
五
号
、
一
九
七
五
年
）。
辻
惟
雄
『
日
本
の
美
術
一
二
一
洛
中
洛
外
図
』（
至
文
堂
、
一
九
七
六
年
）。
4
）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
洛
中
洛
外
図
都
の
形
象
｜
洛
中
洛
外
の
世
界
』（
狩
野
博
幸
執
筆
、
淡
交
社
、
一
九
九
六
年
）。
5
）
内
藤
昌
「
近
世
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
景
観
類
型
」（『
国
華
』
第
九
五
九
号
、
一
九
七
三
年
）。
6
）
片
岡
肇
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
類
型
に
つ
い
て
（
一
）」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
朱
雀
』
第
九
集
、
一
九
九
七
年
）。
7
）
水
本
邦
彦
「
洛
中
洛
外
図
の
中
の
京
都
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
二
二
九
号
、
京
都
民
科
歴
史
部
会
、
一
九
九
八
年
。
後
に
、
水
本
邦
彦
『
絵
図
と
景
観
の
近
世
』、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）。
8
）
大
塚
活
美
「
江
戸
時
代
の
洛
中
洛
外
図
の
主
題
と
構
図
に
つ
い
て
」（『
歴
史
評
論
』
第
六
二
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）。
9
）
大
澤
泉
・
加
藤
裕
美
子
「
第
二
定
型
本
諸
本
の
分
類
に
お
け
る
基
礎
的
考
察
｜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
比
較
を
中
心
に
｜
」（
注
1
）『
第
二
定
型
洛
中
洛
外
図
屛
風
の
総
合
的
研
究
』）。
10
）
江
戸
時
代
中
期
の
作
品
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
は
、
武
田
恒
夫
「
洛
中
洛
外
図
の
行
方
」（『
古
美
術
』
第
八
八
号
、
三
彩
社
、
一
九
八
八
年
）。
11
）
注
4
）前
掲
書
、
図
版
二
六
。
12
）
土
居
次
義
「
如
慶
と
具
慶
」（『
江
戸
の
や
ま
と
絵
｜
住
吉
如
慶
・
具
慶
｜
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
八
五
年
）。「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
徳
川
実
紀
』）。
13
）
下
原
美
保
「
住
吉
如
慶
・
具
慶
に
よ
る
や
ま
と
絵
制
作
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
〇
巻
、
二
〇
〇
九
年
）
の
一
覧
表
、
及
び
注
（
12
）
の
年
表
に
よ
る
。
14
）
下
原
美
保
「
住
吉
派
興
隆
と
天
台
宗
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
五
九
巻
、
二
〇
〇
八
年
）。
15
）
赤
澤
真
理
『
源
氏
物
語
絵
に
み
る
近
世
上
流
住
宅
史
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
二
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
二
〇
一
〇
年
）。
16
）
榊
原
悟
「
住
吉
具
慶
筆
『
都
鄙
図
』
解
題
」（『
古
美
術
』
第
八
八
号
、
三
彩
社
、
一
九
八
八
年
）。
17
）『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』
巻
第
一
一
（『
黒
川
真
頼
全
集
』
第
二
、
一
九
一
〇
年
）。
18
）
注
16
）論
文
の
注
６
。
19
）「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
巻
八
（『
徳
川
実
記
』
所
収
）。
20
）
芦
屋
市
美
寄
託
本
は
、
二
〇
〇
九
年
春
、
二
〇
一
〇
年
夏
に
同
館
で
展
示
さ
れ
た
。「
巷
・
ち
ま
た
・
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
チ
ラ
シ
に
載
る
。
寸
法
は
、
展
示
品
か
ら
の
推
測
。
21
）『
大
名
の
宿
本
陣
展
』（
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣
資
料
館
、
一
九
九
四
年
）。
22
）『
季
刊
・
リ
バ
テ
ィ
』
第
一
九
号
（
大
阪
人
権
博
物
館
、
一
九
九
七
年
）。
23
）『
日
本
屛
風
絵
集
成
』
別
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
一
年
）。
24
）『
京
の
息
吹
き
』（
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
、
二
〇
〇
八
年
）。
山
口
和
夫
「
寛
永
三
年
二
条
城
行
幸
行
列
が
描
か
れ
た
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
｜
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
本
に
つ
い
て
｜
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
25
）
二
〇
〇
八
年
秋
に
愛
媛
県
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
。
26
）『
日
本
屛
風
絵
集
成
』
第
一
一
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）。
27
）
注
4
）前
掲
書
。
28
）
注
10
）論
文
。『
八
幡
正
法
寺
の
絵
画
と
書
跡
』（
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
、
一
九
八
七
年
）。
29
）『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
』
№
一
七
（
学
習
院
大
学
史
料
館
、
二
〇
一
一
年
）。
30
）
所
広
秋
「
光
明
寺
所
蔵
『
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
に
つ
い
て
」（『
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）。
31
）『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
二
十
四
所
収
。『
蜂
須
賀
家
文
書
』（
山
口
和
夫
「
近
世
の
目
録
に
記
さ
れ
た
屛
風
に
つ
い
て
」、『（
東
京
大
学
）
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
32
）『
歴
史
群
像
名
城
シ
リ
ー
ズ
一
一
二
条
城
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
六
年
）。
33
）
藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
〔
新
訂
〕』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
七
年
）。
34
）『
江
戸
時
代
の
門
松
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）。
35
）『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』（
東
洋
文
庫
五
一
九
、
一
九
九
〇
年
）。
36
）
笹
原
亮
二
「
三
匹
獅
子
舞
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。
37
）
山
口
和
夫
「
江
戸
時
代
『
洛
中
洛
外
図
屛
風
』
の
景
観
・
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
行
幸
行
列
・
鳳
輦
・
駕
與
丁
装
束
を
中
心
に
｜
」（『（
東
京
大
学
）
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
追
記：
本
稿
を
投
稿
後
、
住
吉
具
慶
本
作
品
群
に
相
当
す
る
作
品
一
点
が
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
（
個
人
蔵
、
六
曲
一
双
。
大
倉
集
古
館
編
『
描
か
れ
た
都
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）。
図
版
を
見
る
限
り
、
真
野
家
本
に
近
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。
お
お
つ
か
か
つ
み
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）
指
導
教
員：
渡
邊
秀
一
教
授
）
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
七
日
受
理
二
三
〇
住
吉
具
慶
本
洛
中
洛
外
図
作
品
群
の
描
写
内
容
と
特
徴
（
大
塚
活
美
）
